
第五章	 現在のグァタパラ郡内での戦前日本移民の子孫とその
現況

日本移民 100周年（2008年）が近づきつつあるが、2005年 12月 22日現在、グァタパラ郡の市街地に
現住していて、戦前の日本移民を祖父母或いは父母とする人々を調査した結果は次のとおりである。
（敬称略、一部は故人）

１）坂本一家
東京植民地の創設者の一人であった故坂本一徳（熊本県人 1912年４月渡伯第３回厳島丸）を祖父、又、母
方の祖父に故松村改蔵（熊本県陣 1913年渡伯）を有する人々である。坂本広、照子夫妻の子供達は次のと
通り。

キヨシ・ルイス（リベイロン・プレート市在）、ハルミ・ルイザ（ルイス・アントニオ市在）、キクイ・イザウラ（日
本就労）、ハルエ・テレザ（リベイロン・プレート市在）、ノブコ・マルガリーダ（グァタパラ市在）、タダシ・
パウロ（日本就労）、カズヨシ・マルセーロ（日本就労）、キヨコ・ファチマ（グァタパラ市在）。
尚、坂本一徳氏は日本移民 50年祭委員会役員監査役補欠に抜擢されました。

同渡航許可證



　　坂本一徳氏のパスポート（明治 45年 2月 22日）

坂本一徳一家の使用した日本帝国海外旅券家長一徳、妻ヤツ、長男秀雄の３名に対する、家族用旅券であり、
明治 45（1912）年２月 27日付発行。一徳は当時 33歳８ヶ月とある。

坂本一徳家で導入（1942年 5.24）



坂本広（1942年 12月 5日）

モジグァス川の増水期に魚取り（仕掛け網にクリンバタが多量に掛る）坂本広（船中）坂本一徳氏（小屋の前）

２）坂本幸男、熊本県天草郡出身。
兄の坂本一徳をたよって、父国松に同伴して１歳未満の 1928年 1月 3日渡伯、東京植民地傘下のベンチビ
耕地に於いて 4，5アルケーレスの借地をして綿、米などを作付した。
　　



戦後グァタパラ移住者第１陣の到着（1962年）の２年前にビラ・グァタパラに移転し、10アルケーレスの
農地をおよそ２年間借地耕作した。その後高安勉所有の精米所を購入して、10余年間経営後バール経営へと
転業した。妻エミ子は福岡県出身で２歳時の 1932年に渡伯。親族はミナス・ジェライス州フルタール市在
の木下たつお。

３）田島栄治、群馬県安中市出身。
1938年 3月 16日サントス着のりオ・デ・ジャネイロ丸にて渡伯。
最初はグァナバラ耕地で契約雇用農として義務の 1年 3ヶ月就労後、クラビーニョス郡の大和農場で 1年間
米作に就労。その後フィゲイラ耕地で 2年、マタラーゾ・グループ所有のサント・アントニオ耕地で 2年就
労した。妻あい子（旧姓鈴木）は山形県東村山郡楯山出身者で 1937年 12月 22日サントス港着のサント
ス丸にて渡伯（父親俊英）。
　　
ジャンダイア耕地に配耕され、その後ダス・セラース耕地で借地農として綿、米の栽培。22歳のとき、クラ
ビ―ニョス郡のポルトガル耕地で田島栄治と結婚。その後ズモン郡の山下雪雄農場で 3年間借地農。あい子
の父親は家族に先行して単身渡伯しており、5年後にあい子を含む家族を呼び寄せたとのことである。（家族
の中にトラホームを患った者がおり一緒に乗船出来なかった故）。
1962年からビラ・グァタパラで雑貨商店経営を開店、そして20数年後にリベイロン・プレート市に移転した。
1年ほど前から娘民子夫妻が居住するグァタパラ市街地区に再び戻って生活してる。

４）小橋川ルーベンス夫妻
グァタパラ市街地区にてスーパー・マーケットを営業中。母増田セシリア（旧姓木村）の両親は熊本県人出
身者であり、65～70年前アマゾン・トメアス方面に入植した。セシリアはサン・パウロ州に移転後全拓連グァ
タパラ農場に勤務歴ある。セシリアは最初の夫、小橋川と結婚したが、今は増田と再婚し、ルーベンスと共に、
グァタパラ市街地に居住。

５）山田ヨシト・ミユキ夫妻
ヨシトはモツーカ植民地で出生し、30年ほど前からグァタパラ市街地に居住し写真店を経営続けている。リ
ンコン市に父山田敬太郎が在住している。　　

６）佐保カオル（ニ世）
父佐保ユキヨシは大分県出身者で 72年前に渡伯したが、以前、弘田所有の煉瓦工場前のポルト地区で、野
菜作り、その後バール経営などに従事。佐保家のグァタパラ在住はおよそ 60年間に及んでおり、カオルは
自動車修理工として市街地区にて働いている。

７）下垣みのる、サヨ子夫妻
サヨ子は佐保カオルの実姉であり、現在キタンダ（野菜、果物等の販売店）を経営しておる。夫の下垣みの
るは 19年前に死亡しているが、グァタパラ市街地には “MINORU　SHIMOGAKI” 通りと命名されたものが
現存している。義父は奈良県出身で単身渡伯、耕地を転々として 1960年頃ビラ・グァタパラに移転。その
頃ビラの北側地区で鶏を飼育していたとのことである。また下垣ペドロはサヨ子の息子で数年日本で就労後、
現在おもちゃ屋を経営、グァタパラ市街地区に在住。



８）阿武あきお
前述しているので、氏名と夫人で合った結子は志水新蔵氏の子女である。

９）辻マリア・アパレシーダとヒデオ
マリアはグァタパラに在住 31年となっている。夫辻ヒデオは煉瓦工場で負傷し、労災を受けて仕事から退
いたが、18年前に死亡している。現在は長男アンセオモと同居しているが、他の子供達、マリレーネはリン
コン市に在住している。

マリアの実父、赤星トヨキチは愛媛県出身者で 1914年に渡伯し、最初の配耕先はサン・シモン駅サンタ・
エリーザ耕地であった。実母方の祖父は村上カズオである。
辻と言う姓ツジ（TSUJI）が伯国登記所官使により「スージ」として聞き取られ、そのまま台帳原簿に登録
されたため、イタリア人の姓のスージになってしまい、日系人の姓とは異なったものとなってしまった。こ
の結果「貴女は本当に日系人か ?」と問われることが数多くあったとのことである。辻アンセオモは元グァ
タパラ市役所財務担当者でもあった。

１０）源清ニ（故人、2004年死亡）
1930年渡伯、富山県出身者で、最初にアリアンサ植民地に入植。妻いちは長野県出身者で小学校時代田中
ちささん（田中万吉氏母堂）と同級生であった。
全拓連グァタパラ農場で養鶏部門を 18年間担当した。長男の綱（コオ）はサン・パウロ市、ピラシカーバ
市などの写真屋で働き 1990年末にグァタパラへ移転、現在グァタパラ市役所保健衛生局に勤務中である。
娘のチヨミ、ヒサミもグァタパラ市に在住。

１１）高梨マリアーナ
両親名は高梨キクジ、サイチと称す。
長野県東佐久郡在の親戚より当時パウリスタ線サンタ・ルシア駅ポスカ耕地就労中の高梨長（マリアーナの
叔父）宛の 1921年発信の郵便封筒が現在まで保存されており、これによると高梨長と共に耕地で就労して
いた両親はポスカ耕地を脱耕し、他の耕地などを経た後に、グァタパラ駅附近の弘田煉瓦工場で働いたこと
がある。
　　
マリアーナはグァタパラに在住すること 50年で 5名の子供があり、このうち 2名は日本に就労している。
長男マリオドはグァタパラ農協経理担当職員である。

１２）中尾アントニオ
数年前にグァタパラ市街地内の大通りで自動車事故により妹は他界しているが、同市街地内でその兄妹をよ
く見かけるものであった。悲惨な過去を背負っており、モツーカ駅方面から移転して来た。祖父母、父母に
ついて伺うが本人年すら覚束ない。
　　
他にグァタパラ郡内のカッポン・ダ・クルース耕地、ピラジュー地区にも日系家族が居住しているようである。

注記）
グァタパラ市街地区在住の日系人を調べるうちに、日本から移民として渡伯した祖父母、父母等は錦衣帰郷
を強く望んでいたものの、この望みをかなえた者は皆無と言えるものであった。孫、曾孫の代となった現在、



これらの子孫が日本国への就労というかたちで訪日が実現しているが、生存している日本移民自身あるいは
そのニ世の高齢者の中にも日本国訪問を経験した者はほとんどいなかったのです。
　　
日本帰りの子、孫の土産話に目を輝かせ、自分の果せなかった夢を子、孫が実現していることに小さな喜び
を見出してるようであるが、心の奥では命のある内に一度でも日本の地に降り立ちたいとの気持の強いこと
を充分感じるものでした。
　　
ある日系の中には在日 12年ですでに赤パスポート（日本旅券）まで取得、日本国での永住を考える人も現
われる一方、子弟の教育問題に悩む人も多い。
　　
現在のブラジル国での就職状況は、職場がある人はまだ良いほうで、職場があったとしても食べるだけの低
給料といったところです。
　　
日本での就労については、ブラジル育ちの日系人は文化、習慣の違いから来るギャップや不自由さは当然で
すが、母国ブラジルでは一生で必要とする夢（住宅､ 自動車、子供の教育資金、事業独立自営資金の獲得等）
の実現の可能性は日本での就労のほうが極めて大きいと言えます。
　　
日系人であるために非日系人とは比べようがないほどの恩恵を日本国政府より与えられていますし、健康に
注意して真面目に就労すれば、世界でもトップクラスの高賃金を得られることが保証されており、事故や犯
罪の発生率もブラジル国とは格段に少なく安全な日本国です。
　　
戦前の日本移民の方々がブラジルに渡って味わった不満、不自由に比べますと、現在訪日就労する日系人の
それとは比較にならないほど、少ないものであると云えます。

（雑記）2002年 12月末現在のブラジル人の日本での就労は 268,332 人の外国人が登録される。この数は
戦前、戦後日本移民総数 26万人を上回る数に達し、日本国籍、ニ重国籍者を含むと、27万を超すものである。
　　
1990年に日本国の入国管理法改正後、12年を経過する 2002年 12月末現在における外国人登録総数
1,851,758 人の内韓国人 625,422 人、中国人 424,282 人に次いてブラジル人の 268,332 人で第３番目で
ある。（国外就労者情報援護センター資料引用）


